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◇今月号の「とびら」は，分析化学誌の編集理事を務めておら
れる竹内政樹先生です．「分析化学誌だより」と題し，分析
化学誌の近況についてご紹介いただきました．和文学術誌で
ありながら，国外からのアクセスを 3割占めるとのことで，
近年の AI技術や翻訳技術の向上によってより広く読まれ，
その価値が金鉱やシェールオイルのように感じられているの
では，と私は感じました．
◇リレーエッセイでは「バトンの空想」と題し，偉大な先人か
ら渡される「バトン」を研究者としてどのように繋いでいく
のか，というお話をご寄稿いただきました．入門講座では，
電子顕微鏡におけるコンタミネーションについてご執筆をい
ただいております．電子顕微鏡観察において見落としがちな
有機汚れに関するコンタミネーションを，実例を交えてご紹
介いただき，その対策についてもご解説いただきました．
◇この時期は寒暖差が激しく，私の研究室内でも体調不良が蔓
延しているように感じます．皆様の体調管理にはお気を付け
ください．末筆ながら，今月号にご執筆賜りました皆様に心
より感謝申し上げます．

 〔O. T.〕
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　有機ふっ素化合物分析で気を付けること
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🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ
さい．
　〒107─0052　東京都港区赤坂 9─6─41　乃木坂ビル 3階
　　　　　　　  一般社団法人 学術著作権協会
　FAX：03─3475─5619　E-mail：info@jaacc.jp

　なお，複写以外の許諾（著作物の転載願い等）は，学著
協では扱っていませんので，直接日本分析化学会へお尋ね
ください．
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